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京
都
科
学
は
現
場
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
、

メ
ー
カ
ー
と
し
て
学
び
ま
す
。

シミュレータで学ぶ看護技術 フィジコ活用事例　    ＊フィジカルアセスメント技術を学ぶ

　

２
０
０
９
年
山
陽
看
護
専
門
学
校
で
行
わ
れ
た
「
フ
ィ
ジ
コ

を
活
用
し
た
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
技
術
チ
ェ
ッ
ク
」
の
授
業
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

山
陽
看
護
専
門
学
校
で
は
、
実
際
に
基
礎
看
護
学
実
習
で
体

験
す
る
臨
床
の
場
面
を
学
内
技
術
チ
ェ
ッ
ク
で
経
験
さ
せ
た
い

と
い
う
意
図
を
も
っ
て
、
２
０
０
８
年
よ
り
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
学
内
チ
ェ
ッ
ク
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
導
入
し
た
実
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
践
が
、
病
院
に
お
け
る
新
人
看
護
職
員
の
教
育
に

携
わ
る
方
々
の
参
考
と
し
て
お
役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

■ 「フィジカルアセスメントモデル」“Physiko”

■ 

は
じ
め
に

■ 

実
習
の
概
略 

目　
　

的
：
患
者
把
握
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
看
護

                       

技
術
を
習
得
す
る
。

実
施
項
目
：
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
技
術

 

　

最
低
到
達
項
目
：
呼
吸
・
脈
拍
・
体
温
・

                      

血
圧
測
定
・
呼
吸
音
・
腸
蠕
動
音
聴
取

制
限
時
間
：　

分

■ 

ど
ん
な
準
備
を
し
た
か 　

■ 

当
日
何
を
し
た
か

■ 

実
際
の
評
価

１
体
に
１
教
員
を
配
置
し
、
評
価
表
に
基
づ
き
点
数
化
。

不
合
格
の
場
合
は
、
自
分
の
実
施DVD

を
み
た
後
、
３
回

以
上
の
練
習
を
し
た
あ
と
に
再
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。

（
学
生　

 

名
中
、
１
回
で
の
合
格
は     

名
、

平
均
点
は89.2

点
で
あ
っ
た
。）

■ 

学
内
技
術
チ
ェ
ッ
ク
後
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

■ 

今
回
の
技
術
チ
ェ
ッ
ク
を
通
し
て

　

 

わ
か
っ
て
き
た
こ
と     

ー   

高
橋  

恵  

ー 

１
．
フ
ィ
ジ
コ
が
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る

　
　

た
め
に
活
用
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
を
改

　
　

め
て
確
認
で
き
た
。
特
に
呼
吸
音
の
聴
診
に
つ
い
て

　
　

は
か
な
り
効
果
が
あ
っ
た
。

２
．
ト
ー
タ
ル
な
人
間
に
対
す
る
手
技
と
し
て
、
声
の
か

　
　

け
か
た
や
配
慮
の
仕
方
な
ど
を
習
得
さ
せ
る
目
的
で

　
　

フ
ィ
ジ
コ
を
活
用
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
難
し
い
と

　
　

感
じ
て
い
る
。

３
．
正
確
に
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
測
定
し
た
上
で
、
患
者

　
　

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

　
　

り
、
血
圧
・
脈
拍
測
定
・
呼
吸
音
聴
取
な
ど
の
面
で

　
　

は
学
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

　
　

ま
た
難
し
い
技
術
を
習
得
す
る
と
い
う
こ
と
に
挑
戦

　
　

す
る
た
め
の
学
生
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
は
間

　
　

違
い
な
い
。

VOL.1
2010

25

43 

20 

科 目 患  者 　症　状 　設　定バイタルサイン
測定条件

外科

内科

循環器

耳鼻科

脳外科

58 歳
男性

61 歳
男性

56 歳
女性

63 歳
女性

60 歳
男性

術後
21日目

術後
3日目

入院後
10日目

入院後
７日目

術後
10日目

創部痛→昨日より痛い、顔色良好、
嘔気なし、嘔吐なし、倦怠感なし、
朝食 10割摂取、排便なし、尿 3回

創痛なし、嘔気なし、嘔吐なし、湿性咳嗽、
息苦しさなし、時々咳が絡む感じあり、朝食
10 割摂取、排便 1回（黄褐色）、尿２回

麻痺側のしびれと痛みあり、頭痛なし、嘔気
なし、嘔吐なし、朝食 10 割摂取、排便なし
（２～３日）、水分摂取少なめ、尿２回

腹痛なし、腹部膨満感あり、嘔気あり、
嘔吐なし、倦怠感あり、掻痒感なし、
朝食5/5 割摂取、両足背に圧痕が残る、
排便 1回：白っぽい、排尿７回

胸苦動くとあり、嘔気なし、嘔吐なし、
食欲なし、朝食：５割摂取、四肢冷感あり、
チアノーゼなし、倦怠感あり、両足背の
浮腫が顕著に見られ、圧痕が残る、
排便なし (2 ～ 3日 ) 尿５回 : よく出る

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
モ
デ
ル

『
フ
ィ
ジ
コ
』
を
活
用
し
た

参
画
型
看
護
実
践
教
育

山
陽
看
護
専
門
学
校

● 各科の症例患者設定

学生の感想（演習後のアンケートより）

○ 参画型授業が目指すもの

○気管支音、肺胞呼吸音、気管支肺胞音の音域や呼気・吸気の
　長さ、副雑音、心音、心雑音がしっかり聴取でき、実際には
　鮮明に聴取出来ないことも知り、とても勉強になった。

○モデル人形で領域を実際に確認しながら聴取することはでき、
　患者さんをイメージする学びとなった。

○橈骨動脈や頸動脈も触診することができ、Ⅰ音やⅡ音を聴く時
　にすごくわ かりやすかった。肺の捻髪音と水泡音の違いもわ
　かりやすかった。

瞳孔反射

………………………………

………………………

…………………………

4症例
血圧測定 …………………………任意設定

脈診（頸動脈/橈骨動脈）… 心音同調
呼吸音聴診 8症例

心音聴診 17症例

腸音聴診 5症例
心電図の学習 10症例

問診 …………………………………………

………………………………

………………………………

任意●

●

●

●

●

●

●

●

◎実習項目

「フィジコが、フィジカルアセスメントをするために活用する
 シミュレータであることを改めて確認」

引
用
文
献
：
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
学
ぶ
基
礎
看
護
技
術　
　
　
　

                         「
看
護
教
育
」2009  JU

L  Vol.50  N
o.7

                       

看
護
基
礎
教
育
に
お
け
る
参
画
型
教
育
の
実
践     

                         「
看
護
展
望
」  2009  M

ar  vol.34  no.4

高
橋
恵
先
生
は
、
実
習
先
で
も
あ
る

JA

廣
島
総
合
病
院
・JA

尾
道
総
合

病
院
に
お
い
て
定
期
的
に 

フ
ィ
ジ
カ
ル

ア
セ
ス
メ
ン
ト
モ
デ
ル
を
活
用
し
た

教
育
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
陽
看
護
専
門
学
校
は
、
１
９
８
９
年
に
開
設
さ
れ
た

広
島
に
あ
る
２
年
課
程
の
看
護
師
養
成
所
で
す
。

　

当
校
で
は
か
つ
て
学
生
個
々
の
学
習
背
景
が
異
な
る
た

め
、
話
し
合
い
の
場
を
う
ま
く
持
て
な
い
、
看
護
に
必
要

な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
意
見
交
換
が
難
し
い
と
い
う
問

題
を
抱
え
、「
ど
う
し
た
ら
学
生
が
自
ら
す
す
ん
で
自
分
の

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
他
の
学
生
の
意
見

に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
の
か
」
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
林
義
樹
の
提
唱
す
る
「
参
画
理
論
」
に
出
会
い
、

２
０
０
２
年
頃
よ
り
「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
を
導
入
し
「
参

画
型
教
育
」
を
実
践
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
学
校
で
す
。

　

今
日
、
教
え
る
側
が
授
業
を
行
う
こ
と
は
当
た
り
前
で

す
が
、
山
陽
看
護
専
門
学
校
で
は
学
び
を
飛
躍
的
に
拡

張
す
る
た
め
に
「
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
こ
と

を
実
践
し
、
学
生
自
身
が
教
え
合
い
・
気
づ
き
合
い
・
学

び
合
う
場
を
創
り
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
従
来
の
授

業
感
か
ら
の
大
き
な
転
換
で
あ
り
、
教
員
は
学
生
の
持
つ

力
（
参
画
的
な
創
造
力
）
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
実
践
は
、
各
科
ご
と
の
代
表
的
な
疾
患
事
例
を

担
当
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
学
生
の
力
で
主
体

的
に
学
び
合
う
場
を
創
り
出
す
こ
と
を
重
視
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
学
生
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
手
順
確
認
と
自
主
練
習
が

　
　

で
き
る
環
境
整
備

５
．
前
日
か
ら
当
日
へ
の
準
備

　

○
病
室
を
再
現
（
静
か
な
環
境
）

　

○
振
り
返
り
の
た
め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
　

カ
メ
ラ
設
置

　

○
模
擬
患
者
デ
ー
タ
の
設
定
登
録

　
　
（
ｐ
Ｃ
保
存
）

１
．
２
体
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
モ
デ
ル
「
フ
ィ
ジ
コ
」

　
　

を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

２
．
開
始
か
ら
終
了
ま
で
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
撮
影

３
．
学
生
の
声
掛
け
や
質
問
に
は
マ
イ
ク
を
通
し
て
、
模
擬

        

事
例
患
者
と
し
て
教
員
が
応
答

４
．
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
得
た

        

情
報
を
正
確
に
報
告
す
る

山陽看護専門学校では、知識の創造をするために
教え合い、気づき合い・学び合う学習の場創りを
学生と教員が協働しながら行っています。
学生の力で主体的に学び合う場を創り出しながら、

“One for all,All for one”
(一人はみんなのために、みんなは一人のために）

体感することができます。

　

臨
床
で
は
得
た
情
報
を
正
確
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
そ

の
結
果
が
患
者
の
看
護
に
活
か
さ
れ
て
こ
そ
意
味
を
成
し

て
く
る
こ
と
を
意
識
づ
け
る
た
め
、
終
了
後
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
結
果
を
言
語
化
す
る
た
め
に
記
録
と
し
て
提
出

さ
せ
て
確
認
を
行
う
。

写真は、ＪＡ廣島総合病院での実践風景です

１
．
学
生
に
実
習
で
の
病
棟
配
置
を
発
表
、
代
表
的
な

         

疾
患
模
擬
事
例
を
発
表

２
．
事
前
学
習
の
提
示
と
根
拠
に
基
づ
い
た
観
察
項
目
の

          

立
案

３
．
技
術
チ
ェ
ッ
ク
の
評
価
表
を
作
成

体温 ＝
脈拍 ＝
呼吸 ＝
SpO  ＝

血圧 : 触診 ＝
聴診 ＝
呼吸音 ＝
腸蠕動音  ＝2

37.8 度

右下葉連続性高調音
減弱

102 回 / 分
20 回 / 分

132/84ｍｍHg

97％

／

血圧 : 触診 ＝ ／体温 ＝
脈拍 ＝
呼吸 ＝
SpO  ＝

聴診 ＝
呼吸音 ＝
腸蠕動音  ＝2

37.2 度

正常
減弱

78 回 / 分
18 回 / 分

102/68ｍｍHg

98％

血圧 : 触診 ＝ ／体温 ＝
脈拍 ＝
呼吸 ＝
SpO  ＝

聴診 ＝
呼吸音 ＝
腸蠕動音  ＝2

36.8 度

全体捻髪音
減弱

60 回 / 分
24 回 / 分

134/86ｍｍHg

96％

血圧 : 触診 ＝ ／体温 ＝
脈拍 ＝
呼吸 ＝
SpO  ＝

聴診 ＝
呼吸音 ＝
腸蠕動音  ＝2

36.8 度

両下葉連続性高調音
正常

72 回 / 分
18 回 / 分

124/62ｍｍHg

97％

血圧 : 触診 ＝ ／体温 ＝
脈拍 ＝
呼吸 ＝
SpO  ＝

聴診 ＝
呼吸音 ＝
腸蠕動音  ＝2

36.8 度

正常
正常

62 回 / 分
14 回 / 分

152/98ｍｍHg

98％


